
 

　妊娠には受精と着床が必

要です。体外受精による妊

娠は、80％が胚(受精卵)、20

％が子宮内膜の影響を受け

るため、胚（受精卵）が良好

であれば妊娠し易いことか

ら、数年前までは卵胞卵子や

胚の研究が中心に行われて来ました。

　現在では良い胚を生みだす条件はほぼ解明され、

この一、二年で明らかにされてきたのが着床障害（着

床不全）の原因です。なんらかの理由で着床が起こりに

くい女性は多く、子宮内膜の問題さえ解明できれば、必

要な治療を受けることによって着床の可能性を高める

ことができるかもしれません。

　着床障害を招く病気にはいくつかあり、原因不明な

こともありますが、次のような要因が考えられていま

す。

・子宮内膜症　・子宮筋腫　・卵管炎　・子宮内膜のポ

リープ　・慢性子宮内膜炎によるマイクロポリープ　

・子宮内癒着　・子宮奇形　・黄体機能不全　・子宮内

の感染症

　この中で、子宮内膜のマイクロポリープは以前から

知られていましたが、着床不全の原因とは考えられて

いませんでした。今後の新たに研究がすすみ、着床不

全の問題が解明されることが期待されています。

■妊婦や今後妊娠予定のある方の黄熱病の予防接種
　2017年にブラジルで黄熱の伝播のリスクがあると

定義付けられた地域が拡大しました。通常、胎児への

悪影響がでる可能性は否定できないため、妊婦や授乳

中の女性は予防接種を受けない、また、黄熱病の予防

接種を受けてから30日以内は避妊するようにして下さ

い。国内外の移動時の黄熱病予防接種の必要性の有

無については、各自で医師にご相談下さい。

※フェルチクリンの中野英二医師に解説していただき

ました。
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着床を妨げる子宮内膜の要因について

《子宮内にできたマイクロポリープ》


